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今月の表紙 石垣島の桜
　2018年３月、石垣島をふらり一人旅中に桜が咲
いているのを見つけました。
　いつも見ているものとは趣が違う花をみて、
シャッターを切りました。

　撮影／大潟村写真クラブ 小野　康道 さん

  04特集 フレッシュミズ
青年部・女性部 総会
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佐久総合病院名誉院長
松　島　松　翠めまいへの対処法

　急に立ち上がったときに、目の前が暗くなった
り、クラクラッとする立ちくらみ。これはなぜ起
こるのでしょうか。これを防ぐにはどうすればよ
いでしょうか。
　めまいには、三つの種類があります。冒頭で述
べたようなクラクラする立ちくらみは、めまいの
中では最も多いものです。立ちくらみの主な原因
は、起立時の急激な血圧低下で、脳への血流量が
少なくなることです。普段から低血圧気味の方は、
急に立ち上がらないように注意してください。も
し症状が起きたら、横になって頭を低くしている
のが良いでしょう。
　二つ目のめまいはふわふわするめまいです。体
がふわふわ浮かんでいるような、またはふらふら
揺れているようなめまいです。患者さんによって
は、宙に浮いているように感じたり、柔らかいソ
ファーの上に立っているように感じることもある
ようです。
　これは過労や睡眠不足、ストレス、不安などで

心身が不調なときに起きやすいとされています。
その他、内耳の病気で起こったり、まれに脳の病
気が原因の場合もあります。
　三つ目は、ぐるぐる回るめまいです。自分や周
囲が激しく回転しているように感じます。このタイ
プのめまいは、主に内耳の病気が原因で起こりま
す。メニエール病や前庭神経炎などがあります。
　対処法としては、十分に休んでもめまいが改善
しなかったり、症状がつらい場合には、耳鼻咽喉
科を受診してください。
　めまいと同時に、激しい頭痛が起こる場合、手
や脚のしびれやマ
ヒが出る場合、ろ
れつが回らない場
合は、できるだけ
早く救急外来や脳
神経外科を受けて
ください。

★４月のあぐり特売開催予定日

４月25日㈭・26日㈮ の2日間

４月20日㈯・４月30日㈫・５月10日㈮

★ポイント２倍day開催予定日

４月12日㈮・４月19日㈮

５月３ 日㈮・５月10日㈮

★Friday SALE（金曜日特売）開催予定日

★ポイント３倍day開催予定日

４月15日㈪・４月22日㈪・５月８日㈬

営業
時間

午前９時～午後７時
（日曜日も休まず営業しております）  

お問い合わせは生活課（45-2214）まで。

★日曜特売開催予定日

４月14日㈰・４月21日㈰
４月28日㈰・５月 ５ 日㈰
５月12日㈰

※当店ポイントカード提示のお客様に限ります。新規ポイン
ト会員募集中!!（即日使用可能です。）

※一部除外品がございます。（テナント商品、雑誌、たばこ、
市町村指定ゴミ袋 等）

レジにて全商品５％割引!!

※このコラムは今回で終了します。



女性部「活動
だよ
り」
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　村民センターの調理室で、10人がワカメを芯から
外すときは苦戦しましたが、その後は大鍋にお湯を沸
かし、手際よくトロトロワカメや普通のワカメに仕上
げました。今年のワカメも美味でした。19人が参加、
125㎏でした。	 （齊藤美智子記）

◎加工部研修（３月12日）
　県南の食文化としてテレビ各社等で放送された「寒
天を使った料理」を学ぶため、加工部８名で美郷町の
北ふれあい館に行きました。
　県南のスーパーや道の駅などでは、寒天料理コー
ナーがにぎやかに、広い売り場を確保しています。雷
寒天（卵を使って固めたボコボコとした寒天料理）が
上手にできれば一人前の嫁と言われるくらい、寒天料
理文化が盛んなところです。
　講師として、地元美郷町（旧千畑町）の生涯学習奨
励員で、「寒天使」の照井律先生から伝授いただきま
した。メニューは黒糖バナナとココア寒天（バースデー
バージョン）。ココア寒天は先生のご主人の誕生日に
考案し、プレゼントした思い出の寒天だそうです。早
速作業に取りかかり、寒天の溶かし方、煮方、コツな
どを詳しく教わりました。質問にも的確に丁寧に答え
ていただきました。
　寒天が固まるまでお茶をいただき、バラの型に固め
られたきな粉寒天と、色鮮やかな紫芋の寒天を御馳走
になりました。心温まるおもてなしでした。
　お昼は、先生が用意した材料をみんなで調理しまし
た。春が来たようなメニューで、見た目も美しく、美
味しくて、幸せいっぱいです。
　固まった寒天が切り分けられ、先生の作った寒天料
理もお土産として沢山いただきました。加工部会員の
親睦が一層深まり、楽しく有意義な一日でした。また
お邪魔したいですね。
～加工部は、委託味噌作りだけでなく、いろんな楽し
い活動もしています。興味のある方、お待ちしていま
す～	 （石山裕子記）

◎水稲育苗・野菜栽培講習会（３月18日午前）
　24人が参加し、営農支援課・稲作担当の斉藤春彦補
佐から水稲育苗、潅水の時間帯や、ハウス内地温の管
理、病気の見方、発根の出方など詳しく教えていただ
きました。参加者はハウス管理を任されている方が多
く、真剣に聴講質問しました。
　野菜栽培講習会では営農支援課の宮国淳主任から、
キャベツ、レタス、ブロッコリーの栽培方法について
教えていただきました。	 （栢森慶子記）

◎野菜栽培活動グループ総会（３月18日午後）
　午前中の野菜栽培講習会で種まきや定植、収穫の仕
方を学んだので、今年はブロッコリーとキャベツの栽
培に挑戦することにしました。
　今年は植付体験・収穫体験の企画も考えております。
お知らせはあぐりプラザに掲示します。天候などで日
程は変わりますので、興味のある方は野菜栽培活動グ
ループ員か、栢森までお知らせください。
〜野菜栽培について一緒に勉強しませんか？お待ちし
ています〜	 （栢森慶子記）

◎県ＪＡ女性正組合員大会～ＪＡ女性参画推進セミ
ナー（２月19日）
　執行部４名が参加しました。男女共同参画社会基本
法にのっとり、男女共同参画社会の形成がはかられる
中、ＪＡグループでは女性正組合員比率20％以上、女
性役員２名以上の登用など、具体的な数値目標を掲げ
ています。
　午前は、第30回秋田県ＪＡ大会決議事項について～
秋田県１ＪＡを目指して～と題し、人口減少、高齢化、
組合員の減少、出資金の減少という変化に耐えてＪＡ
が存続するために、秋田県１ＪＡの実現をめざすとい
う話でした。農家・組合員の農業所得向上と農業生産
拡大のため、オール秋田体制で営農経済事業にひたむ
きに取り組む、というのがめざす姿です。そのために
は組織の再編や組合員への十分な説明、協議、各ＪＡ
間の財務格差の解消など、多くの課題に取り組む必要
があるとのことでした。
　午後は、ＪＡいわて花巻の高橋テツさんによる、「母
ちゃんハウスだぁすこと共に」というお話でした。直
売所の立ち上げ、運営の経験から、女性だからこそ小
さなことから始める、そうすると後戻りもできる、な
どが成功の秘訣とのことでした。また、後のＪＡ理事、
農業委員を務めた経験から、女性は農業者・生活者両
面から見ることができる、具体的データに基づき提案・
意見が言えるなど、お話していただきました。

（鈴木富士子記）

◎暮らしが楽しくなるカラー講座（３月５日）
　総会後、あきた色育会代表のフリーアナウンサーで
もある、宮野さおり氏より講演いただきました。
　色には、集中力、想像力、コミュニケーション力を
高める効果や、心理的効果、感情的効果、生理的効果
があるとのことです。
　また、眠れない時、便秘がちな時、食欲がない時、
いらいらした時、
若々しくしたい時
には何色が良いの
か、クイズを行い
ました。一人一人
にカラーのカード
が配られ、思い思
い色のカードを上
げていました。

（栢森慶子記）

◎男鹿ワカメ購入グループ（３月７日）
　今年は暖冬だったのでワカメの育ちが早く、例年よ
り一週間ほど早く届きました。漁港の方によると、３
月初めの方が、湯通しした時に一番良い色が出るとの
ことでした。来年の注文は総会前にした方が良いかと
思っています。

★活動報告と各種会議報告

　総会にたくさんの方々に出席いただき、また多くの
意見をいただきありがとうございました。新執行部６
人で補いながら頑張ってまいります。
　今年度は役員が少し増えましたので、さらに広く意
見を聞きながら、充実した会（部）になるよう組織の
あり方も含めて検討してまいります。そして、会員数
の増加につながるよう魅力ある活動を目指しますの
で、今後ともよろしくお願いいたします。

（山本嘉子・栢森慶子）

★新たな気持ちで頑張ります
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～
婦
人
会
50
周
年
・
Ｊ
Ａ
女
性
部
45
周
年

記
念
式
典
が
無
事
終
了
。
31
年
度
に
向
け

て
思
い
を
新
た
に
～

　

女
性
部
は
３
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議
室
を
会
場
に
開
催

し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
栢
森
慶
子
部
長
が
活
動
を
振
り
返
り
、

「
大
潟
村
婦
人
会
50
周
年
・
Ｊ
Ａ
大
潟
村
女
性
部
45
周
年
記
念

式
典
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
記
念
誌
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
、皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
30
年
度
は
従
来
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
か
ら
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
変
更
し
、
大

変
好
評
だ
っ
た
。
今
後
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

企
画
を
考
え
て
い
く
」
と
述
べ
、
31
年
度
に
向
け
て
思
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
事
業
報
告
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
は
、
栢
森
慶
子
部
長
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

～
役
員
減
少
に
よ
る
負
担
軽
減
の
た

め
、
今
後
の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
～

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
２
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議
室

を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
執
行
部
代
表
・
村

上
和
子
さ
ん
が
活
動
を
振
り
返
り
、「
今
年
度
は
昨
年
度

よ
り
も
１
名
少
な
い
役
員
数
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
一
緒
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
た

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
無
事
今
日
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
部
員
数
、
役
員
数
が
減
り
、
生
活
環
境
も
変
化

し
て
い
く
中
で
、
今
ま
で

通
り
の
事
を
継
続
し
て
い

く
の
は
全
く
新
し
い
事
を

始
め
る
の
と
同
じ
く
ら
い

労
力
の
い
る
こ
と
だ
と
思

う
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

時
に
は
変
わ
れ
る
勇
気
を

持
つ
こ
と
も
必
要
な
の
で

は
な
い
か
」
と
述
べ
、
部

員
が
減
少
し
、
役
員
の
負

担
が
増
え
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
の

活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
事
業
報

告
と
事
業
計
画
な
ど
に
つ

～
試
験
圃
場
で
の
畑
作
事
業
３
年
目
。

29
年
度
の
経
験
を
糧
に
、
か
ぼ
ち
ゃ

は
過
去
最
高
の
収
量
に
～

　

青
年
部
は
２
月
22
日
、Ｊ
Ａ
会
館
和
室
を
会
場
に
開
催
。

開
会
に
あ
た
り
相
馬
時
博
部
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

「
30
年
度
は
５
月
の
記
録
的
な
降
水
量
や
６
月
の
天
候
不

順
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
、
８
・
９
月
の
台
風
被
害
で
は
村
内

の
米
の
収
量
に
大
き
く
影
響
が
出
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
青
年
部
試
験
圃
場
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
収
量
が
過
去
最
高

に
な
り
非
常
に
う
れ
し
い
。
こ
れ
は
部
員
の
皆
様
の
勉
強

と
努
力
の
結
果
だ
と
思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
事
業
報
告
と
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
全
て
の
議
案
を
可
決
。
役
員
改
選
も
行
い
、

相
馬
時
博
部
長
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
28
年
度
か
ら
始
ま 　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・
青
年
部
・
女
性
部
で
は
２
月
下
旬

か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
て
総
会
を
行
い
、
30
年
度
の
事
業

報
告
や
31
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
。
各
部
と
も
計

画
は
承
認
さ
れ
、
31
年
度
に
む
け
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
当
日
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
第
37
回
）

青
年
部
（
第
43
回
）

女
性
部
（
第
51
回
）

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

青
年
部
・
女
性
部
総
会

～
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、組
織
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
～

特集

執行部代表・村上和
子さんのあいさつ新執行部の皆さん

議長を務めた
吉原忍氏

再選された
相馬時博部長

総会の様子

総会の様子

31年度
役員の皆さん▼

あいさつする ▼

栢森慶子部長
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昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
は
、
色
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
宮
野
さ
お
り
氏
に
よ
る
講
演
「
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
る
カ

ラ
ー
講
座
」
と
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

◆
議　
　
　

案

第
１
号　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ

い
て

　
　
　
　
（
１
）
平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

　
　
　
　
（
２
）
監
査
報
告

第
２
号　

平
成
31
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
１
）
平
成
31
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
予
算
（
案
）

第
３
号　

役
員
改
選
に
つ
い
て

◆
31
年
度
執
行
部
（
敬
称
略
）

婦
人
会 

会
長
：
山
本　

嘉
子

Ｊ
Ａ
女
性
部 

部
長
：
栢
森　

慶
子

副　

会
・
部　

長
：
伊
藤　

尚
子

会　
　
　
　
　

計
：
板
垣　

和
美

監　
　
　
　
　

事
：
宮
川　

清
子

　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
久
美
子

◆
31
年
度
エ
コ
レ
ク
部
（
敬
称
略
）

部　

長
：
鎌
田　

純
子

副
部
長
：
谷　

冬
美
子　

小
野
真
志
美

会　

計
：
尾
倉　

鈴
子

り
３
年
目
と
な
っ
た
青
年
部
試
験
圃
場
の
畑
作
事
業
で

は
、
天
候
不
順
な
ど
に
よ
り
玉
ね
ぎ
の
収
量
は
目
標
に
届

か
な
か
っ
た
も
の
の
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
収
量
は
排
水
・
雑
草
・

ネ
ズ
ミ
等
の
対
策
が
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
か
ら
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。

◆
議　
　
　

案

①
第
１
号　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認

に
つ
い
て

②
監
査
報
告

③
第
２
号　

平
成
31
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
予
算（
案
）

に
つ
い
て

④
役
員
改
選

⑤
青
年
部
試
験
圃
場
に
つ
い
て

◆
31
年
度
役
員
（
敬
称
略
）

部　
　

長
：
相
馬　

時
博

副
部
長
：
豊
島　

正
祥

　
　
　
　
　

尾
崎　

正
春

事
務
局
長
：
戸
嶋　

宏
輝

会　
　

計
：
藤
田　
　

裕

い
て
話
し
合
い
、全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

１
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行
い
、
新
た
な

執
行
部
員
６
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
研
修
会
「
ア
ロ
マ
で
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
！
ア

ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル
作
り
♪
」
に
参
加
し
、
ア
ロ
マ

ク
ラ
フ
ト
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。そ
の
後
、フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◆
議　
　
　

案

第
１
号　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
及
び
監

査
報
告

第
２
号　

平
成
31
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
予
算
（
案
）

の
承
認
に
つ
い
て

第
３
号　

役
員
改
選
並
び
に
新
役
員
挨
拶

◆
31
年
度
役
員
（
敬
称
略
）

執
行
部　

竹
本
か
お
り　

本
庄
ゆ
か
り　

古
戸　

陽
子

　
　
　
　

村
上　

和
子　

川
﨑
あ
か
ね　

木
須
裕
佳
理

◆
女
性
部
加
入
の
お
申
し
込
み

　

生
活
課
生
活
指
導
担
当
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５

－

２
２
１
４
）
ま
で
。

◆
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
加
入
の
お
申
し
込
み

　

生
活
課
生
活
指
導
担
当
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５

－

２
２
１
４
）
ま
で
。

◆
青
年
部
加
入
の
お
申
し
込
み

　

営
農
支
援
課
営
農
指
導
担
当
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５

－

３
０
３
３
）
ま
で
。

アゴラ広場物販

▲

総会会場に展示された、大潟小３年生から「豆
腐作りサポート隊活動グループ」への感謝状

総会終了後の研修会

30年度を振り返って

30年度を振り返って

「アロマで happy！アロママッサージオイル
作り♪」の様子

水稲育苗ハウス巡回かぼちゃ収穫
青年部看板

女性部記念式 ▼

典での坂東眞
理子氏講演

スマイルボウリングの様子
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秋
田
県
１
Ｊ
Ａ
構
想
に
つ
い
て

◦
赤
字
Ｊ
Ａ
の
借
金
を
み
ん
な
で
カ
バ
ー
す

る
た
め
の
口
実
で
は
な
い
の
か
。

◦
合
併
し
た
他
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
に
聞
く
と
、

「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
人
は
い

な
い
。
１
Ｊ
Ａ
に
な
っ
た
時
、
今
ま
で
通

り
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
か
？

◦
合
併
に
よ
り
総
合
口
座
が
な
く
な
っ
た

り
、
仕
組
み
の
変
更
に
よ
り
不
便
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
を
利
用

す
る
必
要
が
な
く
な
る
。

◦
合
併
す
る
か
し
な
い
か
、
最
終
的
な
判
断

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
？

Ａ
秋
田
県
内
の
Ｊ
Ａ
で
は
、「
組
合
員
の
減

少
・
高
齢
化
」、「
出
資
金
の
減
少
」、「
大
規

模
経
営
体
の
シ
ェ
ア
拡
大
」、「
信
用
事
業

な
ど
に
お
け
る
収
益
性
の
低
下
」、「
農
協
改

革
・
公
認
会
計
士
監
査
導
入
に
よ
る
費
用
増
」

な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
２
０
１
８
年
11
月
28
日
開
催
の
第
30
回

Ｊ
Ａ
大
会
に
お
い
て
、「
秋
田
県
１
Ｊ
Ａ
構

想
を
話
し
合
う
テ
ー
ブ
ル
」
を
作
る
事
が
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
協
議
の
場

を
用
意
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
り
、

統
合
を
決
定
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
潟
村
は
、「
組
合
員
数
は
安
定
」、「
後

継
者
が
確
保
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
秋
田
県

内
の
事
情
と
異
な
る
点
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
す
る
・
し
な
い
に

関
わ
ら
ず
、
将
来
的
に
Ｊ
Ａ
の
運
営
状
況
は

厳
し
い
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
中
、
組

合
員
の
皆
様
に
今
一
度
、「
自
分
た
ち
の
Ｊ

Ａ
」
の
あ
り
方
や
地
域
農
業
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
１
Ｊ
Ａ
構
想
に
つ
い
て
の
正
確

な
情
報
を
収
集
す
る
た
め
、
当
Ｊ
Ａ
で
は

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
職
員
を
１
名
中
央
会

に
派
遣
し
ま
す
。
そ
し
て
正
確
な
情
報
を
組

合
員
の
皆
様
に
お
つ
な
ぎ
し
、
将
来
的
な
大

潟
村
農
業
の
方
向
性
、
事
業
収
益
性
と
合
わ

せ
て
皆
様
と
議
論
し
、
時
間
を
か
け
て
結
論

を
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

も
し
合
併
し
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
結
論

が
出
た
場
合
、
最
終
的
に
合
併
す
る
か
ど
う

か
は
総
会
で
決
議
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
己
資
本
比
率
10
％
以
上
、
不
良

債
権
比
率
２
％
未
満
と
い
う
条
件
を
ク
リ
ア

し
た
Ｊ
Ａ
で
な
け
れ
ば
合
併
に
加
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
１
Ｊ
Ａ
構
想
は
決
し
て
赤

字
Ｊ
Ａ
の
救
済
策
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

た
ま
ね
ぎ
事
業
に
つ
い
て

◦
村
の
農
地
で
た
ま
ね
ぎ
を
作
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
だ
け
は
一
番
気
を
付
け
た
ほ
う

が
良
い
、と
い
う
こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
機
械
化
一
体
体
系
が
可
能
な
た
ま
ね
ぎ
栽

培
で
は
、
機
械
が
入
り
や
す
い
よ
う
に
排
水

対
策
を
万
全
に
す
る
こ
と
が
作
業
の
効
率
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
排
水
の
良

い
圃
場
を
選
定
し
、
暗
渠
と
明
渠
を
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◦
作
付
し
た
場
合
の
所
得
や
反
収
な
ど
の
目

安
が
わ
か
ら
ず
、
興
味
は
あ
る
も
の
の
、

取
り
組
む
こ
と
に
躊
躇
し
て
し
ま
う
。
新

た
に
取
り
組
む
作
物
な
の
で
な
か
な
か
難

し
い
と
は
思
う
が
、
た
ま
ね
ぎ
に
つ
い
て

の
情
報
を
も
っ
と
発
信
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
Ｊ
Ａ
と
村
、
県
立
大
学
な
ど
が
協
力
し
、

検
討
会
や
研
修
会
等
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
１
反
歩
あ
た
り
の
経
費
や

反
収
な
ど
の
具
体
的
な
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
方

で
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
場
合
は
、
案
内
を

出
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
種
資
料
が

営
農
支
援
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
随
時
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

総
合
口
座
に
つ
い
て

◦
組
合
員
に
と
っ
て
便
利
な
総
合
口
座
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
対
応
さ
せ
る
な
ど
、
今
後

も
維
持
さ
せ
る
た
め
に
１
か
ら
ソ
フ
ト
を

作
っ
て
ほ
し
い
。
富
士
通
に
頼
む
と
何
億

円
も
か
か
る
と
い
う
が
、
も
っ
と
コ
ス
ト

を
押
さ
え
て
作
っ
て
く
れ
る
会
社
は
あ
る

は
ず
だ
。

Ａ
現
在
、
秋
田
県
農
協
電
算
セ
ン
タ
ー
の
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
が
可
能
か
、
調
査
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
大
潟
村
だ

け
の
シ
ス
テ
ム
を
富
士
通
以
外
の
会
社
へ
開

発
依
頼
す
る
の
は
可
能
で
す
が
、
そ
れ
な
り

の
費
用
は
富
士
通
以
外
で
あ
っ
て
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
特
に
、
通
帳
を
使
用
す
る
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
増
し
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

総
合
口
座
・
借
換
資
金
に
つ
い
て

◦
総
合
口
座
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
１
年
に

１
回
、
12
月
に
は
０
に
す
る
よ
う
組
合
員

に
周
知
し
、
そ
の
た
め
に
も
つ
な
ぎ
資
金

な
ど
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
金
が
準
備

さ
れ
て
い
る
の
か
。
詳
細
な
説
明
会
を
で

き
る
だ
け
早
期
に
開
催
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
現
行
で
は
、
短
期
資
金
で
あ
る
「
農
産
物

つ
な
ぎ
資
金
」
や
「
加
工
用
米
つ
な
ぎ
資
金
」

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
高
限
度
の
見
直
し

に
伴
い
、
新
た
に
長
期
の
借
換
資
金
を
創
設

す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
い
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
総
合
口
座

の
再
構
築
に
係
る
検
討
委
員
会
で
更
な
る
課

題
等
を
協
議
し
、
今
年
秋
ご
ろ
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

店
舗
に
つ
い
て

◦
赤
字
部
門
と
言
わ
れ
る
が
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
。
時
間
短
縮
な
ど
、
身
の
丈

に
あ
っ
た
運
営
を
行
っ
て
は
ど
う
か
？

Ａ
こ
れ
ま
で
、冬
期
間
の
営
業
時
間
短
縮
や
、

日
曜
日
に
休
業
日
を
設
け
る
な
ど
の
対
応
を

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
休
業
日
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
生
鮮
品
を
主
と
し
た
見
切
り

処
分
品
が
増
加
す
る
こ
と
、
ま
た
お
客
様
よ

り
不
便
で
あ
る
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
当
面
は
日
曜
日
休
ま
ず

各
住
区
で
の
組
合
員
説
明
会

報
告

　

Ｊ
Ａ
は
２
０
１
８
年
12
月
か
ら
各
住
区
の
総
会
等
を
訪
問
し
、
組
合
員
へ
の
説
明
会
を

継
続
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
○
秋
田
県
１
Ｊ
Ａ
構
想
に
つ
い
て
（
あ
く
ま
で
「
県
１
Ｊ
Ａ
構
想
に
つ
い

て
協
議
す
る
テ
ー
ブ
ル
」
を
作
る
事
を
了
承
し
た
の
み
で
、
議
論
は
こ
れ
か
ら
）、
○
タ

マ
ネ
ギ
事
業
に
つ
い
て
、
○
総
合
口
座
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
○
Ｊ
Ａ
大
潟
村
の

自
己
改
革
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
等
を
説
明
し
、
組
合
員
の
皆
様
と
質
疑
応
答
を

行
っ
た
後
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
つ
い
て
ご
意
見
、
ご
要
望
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な

お
時
間
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

～
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
要
望
を
一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

（
２
０
１
９
年
２
月
～
３
月
開
催
分
）～
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営
業
し
、
９
時
～
19
時
の
営
業
時
間
で
運
営

し
て
い
く
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の

情
勢
や
経
営
状
況
を
勘
案
し
、
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

際
は
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◦
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
に
は
バ
イ
ヤ
ー
と

の
価
格
交
渉
が
必
要
だ
し
、
単
体
店
舗
に

よ
る
仕
入
よ
り
も
、
複
数
店
舗
に
よ
る
共

同
仕
入
の
拡
大
が
必
要
で
は
？

Ａ
現
在
、
当
店
で
は
国
内
最
大
級
の
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
全
日
食
チ
ェ
ー
ン

へ
加
盟
し
、
ド
ラ
イ
商
品
に
つ
い
て
は
７
割

ほ
ど
仕
入
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
現
在
で
き
得
る
限
り
の
価
格
交
渉
に
か

か
る
人
件
費
の
圧
縮
、
ま
た
共
同
仕
入
が
機

能
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

生
鮮
品
等
に
つ
い
て
は
、
当
店
単
体
で
の
仕

入
形
態
と
な
っ
て
お
り
、
苦
戦
し
て
い
る
状

況
で
す
。
今
後
は
仕
入
先
の
見
直
し
も
視
野

に
入
れ
、
良
い
品
を
よ
り
安
く
提
供
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦
高
く
て
も
良
い
物
・
目
玉
商
品
を
置
く
な

ど
、
売
り
方
を
変
え
て
は
ど
う
か
？

Ａ
商
品
構
成
や
販
売
手
法
に
つ
い
て
は
、
商

品
知
識
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
仕

入
努
力
を
重
ね
、
喜
ん
で
お
買
い
も
の
い
た

だ
け
る
店
づ
く
り
を
心
が
け
ま
す
。

◦
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
の
種
類
が
乏
し
く
、
毎
日

同
じ
と
感
じ
る
。

Ａ
鮮
魚
部
門
の
仕
入
先
は
ほ
ぼ
一
社
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
商
品
の
マ
ン
ネ

リ
化
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
は
、
競
争
原
理
に
よ
る
優
位

仕
入
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
二
社
目

と
な
る
他
の
仲
卸
業
者
を
選
定
中
で
あ
り
、

ま
た
商
品
棚
の
再
編
成
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

◦
日
曜
特
売
の
５
％
オ
フ
は
あ
り
が
た
い

が
、
生
鮮
品
、
惣
菜
の
棚
が
空
っ
ぽ
で
買

え
る
も
の
が
な
い
の
が
悲
し
か
っ
た
。

Ａ
商
品
棚
に
商
品
が
乏
し
く
、
ご
満
足
い
た

だ
け
る
お
買
い
物
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
こ

と
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
商

品
の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
皆
様
に
喜

ん
で
お
買
い
も
の
い
た
だ
け
る
お
店
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
日
曜
日
の

全
商
品
５
％
オ
フ
企
画
に
は
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◦
農
繁
期
は
特
に
、
遅
い
時
間
の
品
揃
え
を

改
善
し
て
ほ
し
い
（
最
低
限
押
さ
え
て
ほ

し
い
品
揃
え
：
焼
く
だ
け
で
一
品
に
な
る

魚
や
肉
、
凍
っ
て
い
な
い
ひ
き
肉
、
ロ
ー

ス
か
つ
な
ど
メ
イ
ン
に
な
る
惣
菜
）。
あ

と
、
夜
も
炊
き
立
て
の
ご
飯
が
ほ
し
い
。

◦
総
菜
コ
ー
ナ
ー
に
お
か
ず
セ
ッ
ト
を
置
い

て
ほ
し
い
。

Ａ
大
変
貴
重
な
ご
意
見
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
当
店
で
は
深
刻
な
人
手
不
足
に

陥
っ
て
お
り
、
特
に
惣
菜
部
門
で
苦
慮
し
て

お
り
ま
す
。
人
員
配
置
を
見
直
す
こ
と
で
、

こ
の
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
お
店
づ
く

り
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◦
村
内
野
菜
を
も
っ
と
置
い
て
ほ
し
い
。
行

く
と
い
つ
も
棚
が
空
い
て
い
て
残
念
。

Ａ
地
場
産
野
菜
を
卸
し
て
い
た
だ
け
る
農
家

の
方
を
募
り
な
が
ら
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◦
以
前
か
ら
改
善
要
望
が
出
て
い
る
と
思
う

が
、
青
果
の
見
切
り
品
の
鮮
度
が
い
ま
だ

に
と
て
も
悪
い
。

Ａ
今
一
度
ス
タ
ッ
フ
へ
の
教
育
を
徹
底
し
、

値
ご
ろ
感
の
あ
る
見
切
り
品
処
分
を
心
が
け

ま
す
。

◦
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
客
が
並
ん
だ

ら
、
他
部
門
の
職
員
に
応
援
を
頼
む
な
ど

し
て
ほ
し
い
。
ど
の
職
員
も
大
変
な
の
で

な
か
な
か
応
援
に
駆
け
付
け
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
が
、
店
側
が
客
に
対
し
て
気
遣
い
の

ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
だ
け
で
、
待
た
さ
れ

る
側
の
心
象
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。

Ａ
お
待
た
せ
し
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
他
部
門
の
従
業
員

へ
も
レ
ジ
操
作
の
教
育
を
実
施
し
、
レ
ジ
応

援
体
制
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

◦
お
昼
を
数
点
買
う
だ
け
の
人
が
ず
っ
と
待

た
さ
れ
る
の
は
気
の
毒
だ
。
レ
ジ
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
レ
ジ
ス
タ
ッ
フ
の
休
憩
時
間
の
見
直
し
を

図
り
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
に
つ
い
て

◦
店
舗
が
赤
字
の
中
コ
ン
ビ
ニ
事
業
を
開
始

し
た
が
、
採
算
は
と
れ
て
い
る
の
か
？

Ａ
30
年
度
に
つ
い
て
は
、
お
陰
様
で
収
支
は

保
て
る
こ
と
が
仮
決
算
時
点
で
算
出
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
31
年
度
以
降
も
、
ロ
ー
ソ
ン
本

部
の
協
力
の
も
と
、
健
全
経
営
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦
農
繁
期
、
弁
当
の
予
約
等
を
大
々
的
に

行
っ
て
ほ
し
い
。
店
舗
で
は
弁
当
の
引
取

り
が
午
前
10
時
か
ら
な
の
で
、
年
寄
り
に

取
り
に
行
っ
て
も
ら
い
、
田
ん
ぼ
ま
で
運

ん
で
も
ら
う
し
か
な
い
が
、
自
分
た
ち
が

朝
田
ん
ぼ
に
行
く
前
に
コ
ン
ビ
ニ
で
弁
当

引
取
り
が
で
き
れ
ば
大
変
便
利
だ
。

Ａ
ロ
ー
ソ
ン
本
部
と
協
議
を
し
て
お
り
ま

す
。
現
時
点
で
は
、
あ
ぐ
り
プ
ラ
ザ
と
ロ
ー

ソ
ン
と
の
二
本
立
て
で
皆
様
の
農
繁
期
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
検
討
中
で
す
。
ロ
ー
ソ
ン

で
の
取
り
扱
い
開
始
時
に
は
チ
ラ
シ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

整
備
課
に
つ
い
て

◦
技
術
を
持
っ
た
職
員
が
少
な
く
こ
の
先
が

不
安
だ
。
工
賃
が
多
少
高
く
て
も
い
い
の

で
、
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
並
み
の
ス
キ
ル

と
対
応
力
を
身
に
着
け
て
ほ
し
い
。

Ａ
自
社
の
車
両
に
特
化
し
た
デ
ィ
ー
ラ
ー
と

違
い
、
全
メ
ー
カ
ー
が
入
庫
す
る
当
整
備
工

場
に
お
い
て
、
全
デ
ィ
ー
ラ
ー
並
み
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
こ
と
は
昔
か
ら
の
課
題

で
あ
り
ま
す
が
、
経
験
年
数
の
必
要
な
事
項

で
も
あ
り
ま
す
。
フ
ロ
ン
ト
も
含
め
て
職
員

一
同
努
力
を
し
て
い
る
最
中
で
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
利
用
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

職
員
人
事
に
つ
い
て

◦
ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
す
ぎ
て
、
引
き
継
ぎ
・

教
育
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

人
事
異
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情

は
さ
ま
ざ
ま
と
思
う
が
、
余
裕
を
も
っ
た

人
員
で
日
常
業
務
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た

め
、
異
動
の
た
び
に
ロ
ス
が
生
ま
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
組
合
員
に
も
支
障
が

で
る
よ
う
な
異
動
は
や
め
て
ほ
し
い
。

Ａ
職
員
教
育
に
つ
い
て
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
課
題

と
し
て
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
外
部

機
関
で
実
施
し
て
い
る
研
修
等
へ
参
加
さ
せ

る
な
ど
し
、
職
員
教
育
体
制
を
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◦
臨
時
職
員
が
職
員
並
み
に(

そ
れ
以
上
に)

頑
張
っ
て
い
る
部
署
も
あ
る
が
、
正
職
員

と
は
違
い
待
遇
が
不
安
定
な
た
め
、
い
つ

辞
め
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
。

そ
う
な
っ
た
場
合
そ
の
臨
時
職
員
が
い
る

部
署
は
と
て
も
混
乱
す
る
と
思
う
の
で
、

正
職
員
に
し
た
り
、
他
の
正
職
員
を
配
置

し
た
り
す
る
な
ど
、
今
一
度
体
制
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
？

Ａ
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
職
員
採
用
の
募
集

に
つ
い
て
は
、
新
規
採
用
だ
け
で
は
な
く
臨

時
職
員
へ
も
通
知
し
、
本
人
の
意
志
確
認
は

行
っ
て
お
り
ま
す
。
待
遇
面
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
「
働
き
方

改
革
」
の
内
容
と
照
ら
し
な
が
ら
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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秋
田
県
立
大
学
と
農
研
機
構
・
東
北
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
、
秋
田
県
農
業
試
験
場
な
ど

で
つ
く
る
「
大
潟
村
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
利
用
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
全
地
球
測

位
衛
星
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
、
自
動
操
舵

可
能
な
田
植
機
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
自
動
操

舵
に
よ
る
田
植
え

の
精
度
や
、
農
業

排
水
の
抑
制
に
伴

う
八
郎
湖
の
水
質

改
善
効
果
に
つ
い

て
の
報
告
会
を
、

３
月
13
日
に
Ｊ
Ａ

会
館
大
会
議
室
で

行
い
、
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
は
田

植
え
だ
け
で
な

く
、
代
か
き
や
た

ま
ね
ぎ
の
畝
立
て

作
業
な
ど
に
応
用

さ
れ
て
お
り
、
今

後
は
さ
ら
に
汎
用

性
を
高
め
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
５
月
に
Ｇ

Ｎ
Ｓ
Ｓ
直
進
ア
シ

ス
ト
田
植
機
の
実

演
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

ＧＮＳＳ自動操舵によるたまねぎ
の畝立て作業（2018年10月）

ＧＮＳＳ汎用利用・成果
報告会の様子

　

Ｊ
Ａ
は
３
月
17
日
、「
秋

田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
」

応
援
企
画
と
し
て
、
大
潟
小

６
年
生
と
同
小
ミ
ニ
バ
ス
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
員
を
、
大
館

市
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ル
バ

ル
ク
東
京
」
と
の
試
合
観
戦

に
招
待
し
、
大
人
を
含
め
32

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

試
合
開
始
か
ら
接
戦
を
繰

り
広
げ
た
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
で
す

が
、
第
２
ク
オ
ー
タ
ー
の
最

後
に
逆
転
さ
れ
、
最
終
的
に

77

−

97
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、「
途

中
で
逆
転
さ
れ
て
負
け
た
の

は
残
念
だ
っ
た
が
、
お
も
し

ろ
か
っ
た
の
で
ま
た
観
戦
し

た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し

た
。

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

応
援
企
画

小
学
生
を
試
合
観
戦
へ
ご
招
待選手に熱い声援を送る子どもたち

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
汎
用
利
用
・

成
果
報
告
会

農
作
業
効
率
化
と
環
境
保
全
を
目
指
し
て

ＧＮＳＳ自動操舵による
田植え（2018年５月）

　

Ｊ
Ａ
は
、か
ぼ
ち
ゃ
や
メ
ロ
ン
に
加

え
、米
に
替
わ
る
高
収
益
作
物
と
し
て
た

ま
ね
ぎ
の
生
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
利

用
し
昨
年
７
月
に
着
工
し
た
、
た
ま
ね

ぎ
乾
燥
・
貯
蔵
・
調
製
施
設
が
こ
の
度

完
成
し
、
３
月

12
日
の
竣
工
式

に
関
係
者
30
人

が
出
席
し
ま
し

た
。

　

ま
た
竣
工
式

に
先
立
ち
、
３

月
11
日
に
施
設

見
学
会
を
行

い
、
Ｊ
Ａ
の
組

合
員
な
ど
50
人

が
参
加
し
ま
し

た
。

　

２
０
１
８
年

秋
に
約
６
０
㌶

作
付
け
さ
れ
た

２
０
１
９
年
産

玉
ね
ぎ
は
、
６

月
の
収
穫
に
向

け
て
今
の
と
こ

ろ
順
調
な
生
育

と
の
こ
と
で

す
。
施
設
は
収

穫
後
か
ら
稼
働

し
ま
す
。

た
ま
ね
ぎ
乾
燥
・
貯
蔵
・

調
製
施
設
竣
工
式

つ
い
に
完
成
し
ま
し
た

竣工式の様子
３月11日に行われた施設
見学会の様子施設の外観

　

Ｊ
Ａ
は
３
月
11
日
、
組
合
員
研
修
会
を
Ｊ

Ａ
会
館
で
開
催
し
、
農
林
水
産
省
国
際
部
国

際
地
域
課
の
大
橋
貴
則
国
際
専
門
官
が
、「
豪

州
に
お
け
る
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
」

と
題
し
て
、
食
料
・
農
林
水
産
業
分
野
で
の

日
豪
協
力
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
農
水
省
の
豪
州
で
の
事
業
展
開

の
委
託
先
で
あ
る
㈱
野
村
総
合
研
究
所
と
㈱

日
本
農
業
が
、
関
連
事
業
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
営
農
支
援
課
に
よ
る
「
平
成

30
年
産
水
稲
作
柄
の
減
収
要
因
に
つ
い
て
の

報
告
会
」
と
、
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

～
座
談
会
で
い
た
だ
い
た
皆
様
の
意
見
・
要

望
等
は
５
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
～

組
合
員
研
修
会

座
談
会
と
報
告
会
も
同
日
開
催

▼

30年産水稲作柄の減収要因につ
　いて報告を行う、営農支援課斉藤
　春彦課長補佐

農林水産省国際部国際地域課の大 ▼

橋貴則国際専門官「豪州における
フードバリューチェーン」

▼

㈱野村総合研究所の矢島大輔上級
　コンサルタント「豪州におけるビ
　ジネスとしての営農機会」

㈱日本農業の飯塚崇矩知財マネー ▼

ジャー「品種という知的財産の輸
出について」
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報告事項
・業務報告について（２月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告について
・平成31年度コンプライアンス・プログラムの制定について
・平成31年度不測事態対応計画の制定ついて
・平成31年度個人情報保護計画・個人情報保護対
策推進進捗管理（マスタープラン）の制定について
・安全衛生委員会報告について
・個人情報保護法等に基づく公表事項等の一部改正について
・暴風被害復旧支援資金貸付要項の廃止について
・農家特別経営資金貸付要項の廃止について
・鍵管理機取扱事務手続（統一版）の制定について
・内部監査報告について
・県常例検査の検査結果について
議　案
第81号　ＪＡバンク苦情等対応要領および様式の

一部改正について
第82号　農家特別経営資金運営委員会規程の廃止について
第83号　時間外労働・休日労働に関する協定について
第84号　１年単位の変形労働時間制に関する労使

協定について
第85号　平成30年度決算方針について
第86号　年度末手当の支給について
第87号　理事と組合との契約について
第88号　貸付金について
第89号　社会福祉協議会理事の選任について
協議事項
・平成31年度役員報酬について
・平成31年度事業計画（案）及び中期経営計画書（平
成31年度～平成33年度）（案）について

３月26日開催

理事会報告
職　員　人　事

退 職

進藤　　匡（総務課経理係係長）３月15日付
伊藤　綾香（共済課共済係）３月31日付

組合員の皆様、ありがとうございました。

お疲れ様でした。

４月１日付

氏　　名 新　　任 旧　　任

杉本　公三
総務課付　
ＪＡグループ秋田組織
再編協議会事務局駐在

監査課課長
監査係係長事務取扱い

職員の人事異動を行いました
のでお知らせいたします。

異　動

伊東　寛紀（経営課貸付係）
浅井　竜哉（生活課コンビニ係店長）
畠山　祐貴（整備課自動車整備係）
加藤　伸正（資材課資材係）

佐々木　真（資材課資材係）
渡部　　傑（整備課農機整備係）
角田　美穂（金融課貯金係）
石田美智子（共済課共済係）

４月１日付 つぎの者を職員として採用い
たしました。

採　用

　４月の朝礼で永年勤続職員の表彰を行いましたの
で、ご紹介いたします。
  ☆勤続30年以上	 斉藤　春彦（営農支援課）
  ☆勤続10年以上	 野呂田舞子（金融課）

永年勤続職員のご紹介

活動報告と予定
　随時部員を募集していますので、興味のある方
はぜひＪＡ大潟村営農支援課（TEL：45‒3033）ま
でご連絡ください！

青年部

●活動報告
３月18日　格納庫視察巡回（４軒）
　第１回役員会　場所:営農支援課和室
　意見交換会及び新入部員歓迎会  場所 :パンダ

　ＪＡ座談会、各研修会等に参加

●活動予定
４月 11 日　県青協総会
日付未定　畑作班　野鼠対策（毒餌散布）
　　　　　 かぼちゃ圃場準備等

新入部員歓迎会。北海
道の盟友（ＪＡ中札内
村青年部OB）からいた
だいたジンギスカンで
今年度の英気を養い、
更なる結束を深めた

　今年度からフレミズだよりをＪＡだよりに掲載しま
すので、よろしくお願いいたします。

新コーナー
フレミズだより

五城目警察署　TEL 018－852－4100

交通事故のない笑顔の秋田県を目指して
五城目警察署からのおしらせ

国道のＫ
　国道事故の注意点！　ぼんやり運転・見落としはあり
ませんか？？スピードを抑えた運転を心がけましょう。

高齢者のＫ
　高齢者事故の注意点！　横断前に左右の安全確認
をしましょう。出かける前に声かけを！！

軽トラのＫ
　軽トラ事故の注意点！　慣れた道路だからと油断せ
ず、近くでもシートベルトを正しく着用しましょう。

３つのＫ対策

ＪＡ大潟村の概況　31年３月末現在
出資金…　 9億3,440万円
正組合員数……　1,069名

准組合員数…… 42名
※決算のため、貯金・貸出金額の
掲載は休みます。

竹本かおり　本庄ゆかり　古戸　陽子
村上　和子　川﨑あかね　木須裕佳理

2019年度
役　　員

～フレミズ部員募集中～
　フレミズは楽しい行事を通して、住区の友人だけで
はなく様々な出会いを広げられる交流の場です。まず
はお試し部員からはじめてみませんか？
　詳しくはお知り合いの部員、または「あぐりプラザ」
（45‒2214）までお問い合わせください。
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JAだより おおがた

　これから皆様のお世話になる、平成31年度新規採用の
職員です。どうぞよろしくお願い申し上げます。新採用職員のご紹介

JＡだより 10

金融課よりお知らせとお願い
ゴールデンウィーク期間中のＡＴＭサービスについて
　いつもＪＡバンクをご利用いただきありがとうござい
ます。
　10連休中も下記の通り全日ＡＴＭをご利用いただけ
ますが、現金が足りなくなり、停止する場合があります。
　連休中に現金が必要となることをあらかじめ把握され
ている場合は、連休前に現金を払出してご準備いただき
ますようお願い申し上げます。
　大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力の
程、お願い申し上げます。
日　　付 営業時間 備　　　　考

４月27日（土）

～

５月６日（月）
　（10日間）

９：00

～

17：00

ＡＴＭ内の現金がなくなり次第、
現金の払出ができなくなります。

ゴールデンウィーク期間中の
緊急時連絡先について
緊急時連絡先（24時間対応）

共済・事故対応 ＪＡ共済事故受付センター（0120－258－931）

金融・
ＪＡカード

ＪＡバンク・キャッシュカード紛失共同受付セ
ンター（0120－411－180）
ＮＩＣＯＳ盗難紛失受付センター（0120－159－674）
※ＪＡカード（クレジット）を紛失の際はこち
らにもご連絡ください

生活・葬祭関係 ＪＡ葬祭レゼール（0120－46－5731）

詳しくは金融課（45－3018）までお問い合わせください。

　お誕生日おめでとう！！　
　ゆずきが笑ってくれるだけで
とっても幸せな気持ちになりま
す。いつもありがとう
　お父さんとお母さんも親に
なってまだ１年生。一緒にゆっ
くり成長していこうね♪

田村　柚
ゆず

希
き

ちゃん

このコーナーに掲載希望の方は
ご連絡お待ちしております。

TEL  45−2211　広報担当
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◦出身：三種町（旧八竜町）　◦所属：経営課貸付係
◦趣味：フットサル・ボウリング
◦ひとこと：正職員となり、一つ一つの仕事に
対して責任を持って取り組んでいきますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

伊
い

東
とう

　寛
ひろ

紀
のり

◦出身：潟上市（旧昭和町）　◦所属：整備課自動車整備係
◦趣味：バイク・弓道
◦ひとこと：入組して一年が経過しましたが、まだまだ分から
ないことも多いです。未熟者ではありますが、安心して整備を任せ
ていただけるよう頑張りますのでよろしくお願いいたします。

畠
はたけ

山
やま

　祐
ゆう

貴
き

◦出身：三種町（旧山本町）　◦所属：資材課資材係
◦趣味：音楽・読書
◦ひとこと：分からないことが多く、皆様にご迷惑
をおかけすることがあると思いますが一生懸命頑
張りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

佐
さ

々
さ

木
き

　真
まこと

◦出身：兵庫県　◦所属：金融課貯金係
◦趣味：音楽を聴くことと歌うこと
◦ひとこと：入組したばかりで、まだまだ右も左も分から
ない新人ですが、組合員の皆様に信頼していただけるような
職員を目指して頑張りますのでよろしくお願いいたします。

角
かく

田
た

　美
み

穂
ほ

◦出身：男鹿市　◦所属：生活課コンビニ係店長
◦趣味：サッカー・料理
◦ひとこと：まだまだ未熟ではありますが、組合員の
皆様のご期待、ご要望に沿えるよう日々努力してい
きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

浅
あさ

井
い

　竜
たつ

哉
や

◦出身：男鹿市　◦所属：資材課資材係　
◦趣味：海釣り・アームレスリング
◦ひとこと：組合員の皆様に誠実に対応し、愛さ
れるような職員を目指して日々努力していきた
いと思いますので、よろしくお願いいたします。

加
か

藤
とう

　伸
のぶ

正
まさ

◦出身：八郎潟町　◦所属：整備課農機整備係
◦趣味：野球・格闘技観戦
◦ひとこと：一つ一つの業務を確実に覚えてい
き、少しでも早く組合員の皆様のお役に立て
るよう努力いたします。

渡
わた

部
なべ

　　傑
すぐる

◦出身：男鹿市　◦所属：共済課共済係
◦趣味：バレーボール・ランニング・週末の作りおき作成
◦ひとこと：少しでも早く仕事を覚え、組合員
の皆様から信頼される職員となれるよう頑張
りますのでよろしくお願いいたします。

石
いし

田
だ

美
み

智
ち

子
こ


